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第４０回目の開催となった今回は9/5（火）〜

9/8（金）に開催され、「標的と２次ビーム」をテー

マにKEK内外からそれぞれの分野の第一線でご

活躍中の研究者の皆様にビームを「生成する

側」と「利用する側」からの講義をして頂きました。

プログラムには、初日にOHO’23の基調となる２

次ビーム生成に欠かせないプロセスである放射

線と物質の相互作用についての講義を入れ、次

に陽電子、ミュオン、ハドロン、中性子、ニュート

リノなどの２次ビームとそのビームを作り出すた

高 エネ ル ギー 加速 器セ ミ ナ ーO HO ’2 3開催報告
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9月5日～8日、高エネルギー加速器研究機構において第40回高エネルギー加速器セミナー
OHO’23が開催されました。企画・運営を担当された高エネルギー加速器研究機構・加速器研究
施設の増澤美佳教授にお話を伺いました。

参加登録者数は約130人で、その内訳は69%

が大学•国公立研究機関関係者、15%が学部・

大学院生、14%が一般企業の方でした。昨年と

比較すると一般企業からの参加者が10%強減

少しております。後に寄せられましたコメントの、

メーカー勤務なので（昨年のテーマであった）超

伝導技術や真空技術などが絡まないと参加し

にくい・できない、が今回の一般企業参加者の

減少の一因だったようです。また、今年は、例

年よりも半月ほど遅く開催された加速器学会の

翌週の開催であったこともありスケジュールが

KEKつくばキャンパス施設見学

OHO ‘23 参加登録者内訳

めに必要な標的についての講義を組み込みました。

OHO名物の「夜話」では高エネルギー加速器研究機構名誉教授の佐藤康太郎氏に「宇宙線ミュオ

ンによるピラミッド探索」と題して宇宙線ミュオンを使って大ピラミッドを透視するScan Pyramid計画に

ついての概要とKEKの観測結果や課題について様々なエピソードをまじえながらご講演頂きました。

「エジプト版ウォシュレットの構造がなぜそうなっているのか」についてのご解説には目から鱗が落ち

た、と言う感想をある参加者の方から後に頂きました。

密になったことで参加を見合わせた学生さんもいらっしゃったかも知れません。次回からは他の会議

やワークショップの開催予定も考慮して日程を決める必要もあります。
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OHO ’23 集合写真
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開催日 ２０２３年９月５日（火）～８日（金）

場所 Zoom によるオンラインとオンサイトを併用したハイブリッド形式での開催

共催
高エネルギー加速器研究機構
総合研究大学院大学、公益財団法人高エネルギー加速器科学研究奨励会

参加人数 128名（内訳： 社会人109人、大学院生17人、高専含む学部生2人）

OHO ’23 講師写真

今回の施設見学は9/7（木）にKEKつくばキャンパスと9/8（金）にJ-PARCを予定していましたが、

台風13号の接近に伴い風雨が強くなったことからやむを得ずJ-PARCツアーを中止しました。セミ

ナー後のアンケートで「来年こそはJ-PARCの見学をしたい」とのご意見がありましたので、次回へ

引き継ぐことにします。

開催形式については今回も対面とzoomを併用したハイブリッド形式にしました。対面形式には講

師や他の参加者との交流が増えるというメリットがある一方で遠方の方や常時参加することがスケ

ジュール的に難しい方にとっては参加へのハードルが上がるというデメリットもあります。リモート参

加のオプションは残しつつも対面で参加したくなるようなセミナーにしていけるような工夫をする必

要がありそうです。

開催中体調を崩される方もなく、無事にOHO’23を終えることができました。参加者をはじめ関係

者の皆様のご協力・ご尽力に感謝いたします。


